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要旨 

地学は地下構造についてその空間的イメージを形成する唯一の科目である．中学校段階における地下構造のイ

メージ形成に関する到達点を探り，スケール感覚をもって地下構造に対する意識変容を促す授業実践を試みた．

その結果，地下構造への興味・関心を高めることには一定の効果が認められたものの，地下 10 m から地震発生が

関与する地下 10 km まで，地下構造のイメージに顕著な差がないことが明らかになった．  

キーワード： 地下構造 中学校理科 地学教育 地震

1．はじめに

地下構造は，石油や天然ガス資源の開発，地震や火

山活動など防災関係だけでなく，放射性廃棄物の地層

処分やリニア新幹線の地下水問題など，多面的に生活

に関わっている．そのため，市民が地下構造に関する

情報を正しく理解することは重要である．地学は，地

下構造などの空間概念（時間変化も含む）を形成する

科目である 1)．しかし，高校での地学関連分野の履修

率は低く，市民の多くは中学校までの学習内容が地下

構造のイメージを形成する上での一つの到達点と考え

られる．地下構造の概念形成に関する体系的研究は，

1990年代から野外観察とその効果を中心に展開され 1),

2)，2000 年代以降，多くの実践報告がなされてきた 3),

4)が，地下構造のスケール感覚に関する体系的な研究

は乏しい． 

そこで，中学生の地下構造に対するイメージの実態

を明らかにし，地下構造に対する意識変容を促す授業

を開発・実践した． 

2．授業構想 

2.1 実践対象 

授業日：2023 年 10 月 23 日 

対象校：静岡大学教育学部附属島田中学校 

対象生徒：1年生 35 名（事前アンケート回答数 35名） 

2.2 事前アンケートおよびその結果 

授業実践の 1 週間前（10 月 14 日）に，地下と日常

生活との関係性についての意識や，地層の水平時方

向・垂直方向への広がりに関するイメージについての

調査を，授業当日の紙媒体で行った．以下，問いとそ

の回答について概説する． 

問 1 地面の下の地層や岩石と生活は，どのような

点で関わっていると思いますか．具体的に記載して

ください． 

自由記述の内容を著者らで分類し，それらの頻度を

図 1 に示す．地下構造と日常生活には関わりがあると

答えた生徒がほとんどだった．地震や火山をイメージ

して，自然災害あるいは建物と回答しているものが多

かったが，昨今のリニア新幹線と南アルプスの水問題

の影響か，地下水や日常生活と回答した者がいた． 

図 1 地下構造と生活に関わる回答 
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問 2 この写真の久能山の崖で見えているれきの地

層 Aは，水平方向にどれくらい続くと思いますか．

①〜④のうち，最も適切だと思う番号に丸を付けて

ください． 

 

 

選択肢 人数（人） 

① 2 

② 16 

➂ 12 

④ 5 

 

図 2 礫層の広がりに関する回答 

 

地層を構成する礫や砂や泥がどれくらい広範囲に広

がっているのかについて，一般的なイメージを問いか

けた．久能山（静岡市有度丘陵）を構成する礫層は，

第四紀の更新統に安倍川から供給された土石流堆積物

から主に構成されている．礫などの砕屑物が川から供

給されて堆積物が形成されるイメージを，小学校５年

生の流れる水のはたらきの単元で学習しているので，

一枚の礫層が一つの河川の流域の影響を超えることは

ないと考えて回答することを期待した．しかしながら

80%の生徒は，その礫層が静岡県西部あるいは愛知県

〜関東地方まで水平方向に大きく広がっているイメー

ジをもっている（図 2）．礫の運搬距離や分布範囲に

ついてあまり意識されないことが示唆される． 

 

問 3 自分の学校の地下のようすを予想して描いて

みてください． 

 自分の生活している場所の地下の様子を，地下約

10 m，約 3000 m，約 10 km とスケールを変えて描いて

もらった．具体的なスケール感をもって考えさせるた

めに，人工構造物の圏内(10 m)，富士山と同様の高さ

（3000 m），隣町との距離(10 km)をイラスト中に表

示した．代表的な回答例を図 3 に，描かれている内容

の頻度を図 4 に示す．図 3 に示されるように，多くの

生徒がそれぞれの深さスケールにおいて，同じような

地層の重なりを描いていた．また，図 4 に示すように

地下深度が増えても，描かれている内容に大きな差異

は認められなかった． 

これらのことから，地下深度のスケールが大きくな

っても，地層や岩石の種類，固結度にも大きな変化は

なく，同じような地層の積み重なりが繰り返されてい

るイメージを抱いている者が多いと考えられる． 

 

図 3 地下構造イメージに関するスケール別回答例 
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図 4 地下構造イメージに描かれた内容の頻度 

 

3．授業実践 

3.1 授業概要 

授業実践は，静岡大学教育学部附属島田中学校の第

1 学年 35 名（1クラス）に対して「大地の成り立ちと

変化」の単元において 1時限行った．事前アンケート

の結果，多くの中学生は地下 10 m，3000 m，10 km の

どのスケールにおいても一様な層の繰り返しが描かれ

ていることが多く，地下構造のイメージに本質的な差

はほとんどみられなかった．授業ではまずアンケート

の回答をとりあげながら，地下断面のスケールと生活

との具体的な関わりについての理解を深めた．次に，

2011 年の静岡県東部地震（震源は地下 14 km）を題材

に，その深度の地下構造の情報を，Web 上で公開され

ている「電子国土 地理院地図」5)，「地質図 Navi」 

6)を用いて捉えられるかを体験させた．さらに最新の

研究にも触れながら，地下構造についてスケール感覚

をもって理解させることを試みた． 

 

3.2 授業の目的と展開 

  本時における学習指導案を付図 1 に，授業展開を示

すスライドを付図 2 に，授業で用いたワークシートを

付図 3 に示す．単元の目標は「静岡県の地下構造と身

近な生活（災害と恵み）との関係について具体的な例

を挙げて説明できる．またその地下構造についてスケ

ール感覚をもって理解できる」とした． 

 理科学習指導要領「大地の成り立ちと変化」の単元

では，「身近な地域の実態に合わせて地形や地層，岩

石などの観察の機会を設け，興味・関心を高めるよう

にする」とある 7)．また，「自然がもたらす恵み及び

火山災害と地震災害について調べ，これらを火山活動

や地震発生の仕組みと関連付けて理解すること」とあ

る．理科学習指導要領ではさらに，地震については地

表だけでなく，プレート運動など地球内部の働きにつ

いても扱うこととされている．しかし，教科書や理科

便覧では，地下構造に関する図や文章表現において，

スケールや具体的な数値が省略されていることも多い．

そのため，授業では「2011年 3月 15日 静岡県東部地

震」を題材に身近な地域の地質と生活（自然の恵みや

災害）との関わりについて考えること，さらにスケー

ル感覚をもって地下構造や生活との関係を捉え直し，

これからの課題を考える力を身につけることを目的と

した． 

生徒は，探究活動に積極的なクラスであり，グルー

プ活動では積極的に自分の知識を持ち寄って内容の深

い話し合いをすることができる．また，日頃からタブ

レット端末を授業内で使用しているため，タブレット

端末の使用には十分に慣れている． 

授業では，Web上で公開されている「電子国土 地理

院地図」や「地質図 Navi」をデジタル教材として活

用した．生徒たちは，地域の地質情報に接する機会が

あまりないと考えられる．そこで，身近に発生した静

岡県東部地震を題材として，震源の地下構造について

調べ学習を行うこととした．公表されている震央を

「地理院地図」で，またその地点の地下構造について

震源の深さを意識させて「地質図 Navi」で調べるこ

とができるかどうか確認させる作業を行った．「地質

図 Navi」は，様々な地質情報を閲覧できる地質図ビ

ューアで，これまで出版された地質図を表示でき，活

断層の分布など各種データも重ねて表示することがで

きる．情報通信ネットワークで活用することによって

地域の地質情報へのアクセスの方法を知り，また，静

岡県の地層・岩石の水平方向の広がりや地下への連続

性を理解することを意識させた． 

 

3.3．授業の振り返り 

授業後の感想からは，「地層について詳しく知るこ

とができました．身近なものに例えられていたのが，

自分の理解を助け，驚きや好奇心を生んだと思いま

す」，「一番初めから教えてしまうのではなく，自分

の意見を作ることから始めていることがいいと思いま

した」など，授業の展開を共有できていると見なすこ

とができる意見は 17 件(53.1%)あった． 
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また，本時を通して地下構造に対する関心が高まっ

たという感想は 12件（37.5%）あった．代表的な意見

は以下の通りである． 

・さまざまな土地の，さまざまな地層を見てみたい

なと思いました．…（中略）…島附の地下も見て

みたいです！どんな地下でも，掘れば化石は見つ

かるものなのでしょうか？ 

・自分たちの生活に，地層はどのような関わりがあ

るのか気になりました．地面の下の地層がどのよ

うになっているのか考えることはこれまでなかっ

たので，興味を持ちました． 

・普段当たり前にあってあまり考えることのない地

層について考えることができて面白かったです．

地層の種類やそれが見れる場所などもっと地層に

ついて調べてみたいです． 

 

一方で，生徒自身が「地質図 Navi」を用いて，地

下の深さのどの辺りまで地下構造が把握できているの

かを認識し，また活断層との位置関係を把握する，と

いう取り組みは，アプリケーションに慣れるまで作業

時間が足りず，今回は演示にとどまった．このため，

地下構造に対する関心は高まったものの，地下構造の

具体的なデータや自分とのイメージとのずれについて

意見を述べていている例は少なかった． 

 例えば，地震発生のしくみに関する生徒間でのグル

ープワークでは，ホワイトボードに出てくる地震は，

プレートが沈み込んでいる様子が圧倒的に多く見られ， 
地震＝海溝型地震を連想する生徒がほとんどであった

が，静岡県東部地震の震源との違いについて意識する

ところまでは行かなかった． 
 

4．授業後の調査（地質断面の観察体験について） 

 授業を通して見られた生徒たちの地下構造に関する

イメージとこれまでの地層観察の体験との関わりを考

察するため，授業実践を行ったクラスを対象に事後に

アンケート調査を Google Form を用いて行った．調査

日時や人数等は下記のとおりである． 

・調査期間：2023 年 12 月 6日から 12月 22 日 

・対象校：静岡大学教育学部附属島田中学校 

・対象生徒：1年 B組 32 名 

 設問内容や回答傾向について，以下概説する． 

 

問1. あなたは，これまでに地層を見たことがありま

すか（イラスト，絵，図はのぞきます）．あてはま

るものをすべて選んで番号に丸を付けてください． 

① 家の近くで実物を見たことがある                               

② 遠足や旅行などの出かけた時に実物を見たこと

がある             

③ 写真で見た（教科書，図鑑，新聞，インターネ

ットの画像など）       

④ 映像や動画で見た（ビデオ，テレビ，インター

ネットの動画など）       

⑤ まったく見たことがない                                       

 ほとんど全員がなんらかの形で地層を見たことがあ

る（図 5）．ただし写真や映像で見た者も多く，生活

場所の近くで露頭を実際に見たことがあるものは 3割

に満たない．実際の露頭で地層を観察することは，ス

ケール感覚を養う上では重要と考えられる．露頭体験

の観察が乏しいことはスケール感を意識した授業を展

開する上で，留意しなくてはならないことであろう． 

 

 
図 5 地層観察体験の有無についての回答 

 

問 2. 問 1で①②を選んだ人にお聞きします．その地

層はどこで見ましたか．あてはまるものをすべて選

んで番号に丸を付けてください． 

① 道路沿い ② 山    ➂ 海岸  

④ 谷や川  ⑤ 工事現場 ⑥ その他  

 回答者の多くは「山」と回答しており，露頭を観察

しやすい，つまり侵食の場である「道路沿い」「海岸」

「谷や川」「工事現場」よりも倍近くの回答数がある

（図 6）．普段に観察可能な露頭が見落とされている

可能性が示唆される． 

 

 

図 6 地層観察場所についての回答 

 

問 3. 問 1で①②を選んだ人にお聞きします．地層に

さわってみましたか．あてはまるものを一つだけ選

んで番号に丸を付けてください． 

① さわった         

② さわってない（おぼえていないをふくむ）  

 実際に露頭を観察した体験がある者のうち，露頭に

触れたものは 24%であった．つまり，実際の露頭を観

察しかつ触れた者は，回答者全体のうち 12.5%であっ

た（図 7）．観察体験のほとんどは見るという視覚の

みの行為に止まっていると言える． 
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図 7 地層に触れた体験の有無についての回答 

 

問 4. 問 1で①〜④を選んだ人にお聞きします．その

地層は何でできていたか覚えていますか．あてはま

るものをすべて選んで番号に丸を付けてください． 

① 水の流れによって運ばれてたまった，れき，砂

やどろがたまったもの 

② 火山活動に関係したもの(マグマが地下で冷え

てかたまったものもふくむ) 

➂ 上 2 つ以外 

④ おぼえていない，わからない 

地下構造をイメージする時に露頭での観察体験を地

下に延長するとしたら，露頭で見た岩相の記憶は重要

である．観察体験のある者の半数以上は堆積岩を選択

した（図 8）．授業前の地下イメージのほとんどが縞

模様を描いていていること（図 3, 4）と整合的である． 

  

 
図 8 岩相に関する記憶についての回答 

 

問 5. 問 1で①〜④を選んだ人にお聞きします．その

地層を見た方向は，以下のうちどれに当たりますか．

あてはまるものをすべて選んで番号に丸を付けてく

ださい． 

① 地層のしまもようが見える方向から見た 

② 地層を上から見た 

➂ わからない 

④ その他 

地層観察体験者のほとんどは，地層の縞模様が見え

る向き（垂直断面）を観察している（図 9）．このこ

とは前の問いとあわせ，露頭観察で見たイメージが地

下イメージに大きく影響していることを示唆する． 

 

 

図 9 地層観察の向きに関する回答 

 

5．まとめ 

 授業では，日常生活との関係を意識させることで，

地下構造への関心を高めることができた．中学生段階

の地下構造イメージは，それまでの地層観察体験に影

響を受けており，砂や泥でできた地層の積み重なりが

スケールを問わず地下深くまで続いているとする回答

が多い．地震発生に深く関係する地下深くならではの

事象（断層活動に対する岩石の物性等）を生徒たちに

いかに意識させるかは，今後の課題である． 
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図 1 本時の授業案 
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付図 2 授業の展開を示すスライド 

337



 

  

 

                            

 

付図 3 授業で使用したワークシート 
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